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おかさきこども園 ２０２０（令和２）年度 事業報告 

                                

１．湖西市の令和２年度保育施設の状況は、公立幼稚園がこども園に移行し、私立の認定

こども園が新設されました。１０月に小規模保育園が開園して、合計１２施設になり４

月１日現在の待機児童は７名でした。 

  おかさきこども園は、年度末３月１４５人、年間利用率 113.4％でした。昨年度と比較

すると、早期に低年齢児を多く受け入れることとなったため、収入増につながりました。

また、一時預かりの利用人数が増加しました。これは、産前産後の兄弟預かりや育児不

安による理由が多く、子育て世代のニーズに応じた地域支援ができたといえます。 

２．職員の業務改善のため、保育補助を雇用して、休憩の確保など職員の業務分担の見直

しを行いました。順次意識を持ってノンコンタクトタイム等がとれるようになりました。 

  今期は新型コロナウイルス感染症のため、相次いで外部研修が中止になり園内研修で

グループワーク中心に保育の質の向上を図ってきました。研修方法は、リモートの環境

が整い、新たな方法で学びを深めていければいいと思います。今後は、子どもの姿から

保育を振り返り、職員の学びの意欲につなげられる様に研修計画を考えていきたいと思

います。 

３．人材確保は。困難な状況が続いています。令和２年度の新卒者採用は２名でした。ハ

ローワークを通しての募集、中途採用の募集や広告もホームページで呼びかけをしまし

たが、予定した採用数までには結びつきませんでした。合同就職説明会や保育実習が中

止になったことで、直接話をするような機会がなく、新卒者の採用が難しかったと考え

ます。後半に、人材紹介会社の高額な広告料、紹介料を支払い、人材を紹介してもらっ

てパート１名、正規職員１名の採用になりました。 

  今後、中途採用も含め人材確保のために、長く働いてくれる職員の確保にも更に努力

をしていかなければならないと思います。 

４，児童相談所措置家庭の児童３名が入園しました。湖西市ケース会議でも家庭支援の検

討がなされましたが、難しいケースで、父親による DV と母親の病気による育児放棄が

あり、児童は強制保護されることになって令和２年１２月当園を退園となりました。当

初、保育料の支払いは出来ていましたが、母親の入退院が繰り返されるようになると保

育料が滞納されるようになり、父親との連絡が取れなくなり、児童手当からの徴収方法

も市と相談し検討しましたが、保護者のサインがもらえないため徴収できず、残額を徴

収不能金(211千円)として計上せざるを得ませんでした。 

【今年度のテーマ】「みんなが育つ職場づくり」 

新人もベテランも働きやすい職場環境づくりを工夫しました。まず職員間のコミュニ

ケーションを大切にして、意見が言いやすい会議を意識しました。職員一人ひとりの課

題を明確にして、目標管理、自己評価に取り組みました。 

【重点目標および重点施策への取り組み】 

（１）一人ひとりに向き合う関りを大切にする保育（育児担当制） 

 ① 各年齢にあった子どもの主体性を育む（子どもの育ちを支える保育実践と環境設 
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各クラス子どもの個人計画をたて、保育の実践に活かしています。気になる子どもの

配慮は、公認心理士の高柳先生に相談をしながら対応援助につなげ、保育者の不安軽減

につながりました。  

② 年齢に応じた発達のために学びと遊びを通じて豊かな経験をする（１０の姿に結び

つけ考える）  

園内研修のグループワークやエピソード記録をもちより振り返りをし共有しました。 

 ③ 自己評価ガイドラインを参照にして園の自己評価保育の課題等を見つける 

自己評価のガイドラインについて一部の職員が研修を受けましたが、今年の自己評価

を考える期間内に思うように進めることができませんでした。来年度への課題とします。 

（２）働きやすい環境づくり（コミュニケーションの時間を多くとる） 

中堅、リーダーの役割を明確にして係の仕事等を整理する。書類記録、休憩の取り方

を改善する。 

保育補助の活用、ノンコンタクトタイムの時間の使い方、休憩の取り方についての意

識改革を行いました。新人支援と研修は、リーダー職員が中心に行うことができました。

しかし２年目以上の研修ができず、日々の保育の中で行うことの難しさを感じました。 

（３）家庭支援と安全環境づくり（地域に根ざした園になるための取り組み） 

コロナ禍の中で、子育て支援（ぴよぴよクラブ）やふれあい広場・子ども食堂は、感

染対策を取りながら減少して開催しました。保育の見える化では、写真掲示を行い、情

報発信のキッズリーを利用して、保護者との信頼関係を深め相談しやすい環境づくりに

務めました。移転７年が経過し、園舎まわり園庭は子どもの安全観点から今後見直して

いく必要があるので、来年度継続して点検していきたいと思います。 

（園長 鈴木静香 2021.6） 

＜令和２年度 園児数＞ 別紙資料参照 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計   合計 

定員＜２・３号＞ １２ １４ １８ ２５ ２５ ２６ １２０  

１２６ 定員＜１号＞    ２ ２ ２ ６ 

３月＜２・３号＞ １７ ２２ ２３ ２５ ２４ ２８ １３９  

１４５ ３月＜１号＞    ２ ３ １ ６ 
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正規職員 １ ２ ２ １４   １ ２  １  １ ２３  
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非常勤    ４    １    １ ６ 

パート    ４ ２ ３   １ １ ２ ５ １８ 

3 月末退職 正規保育教諭３名  非常勤保育教諭１名 計４名 

＜苦情受付報告＞６月 １件(持ち物への記名の方法について)解決済  

＜怪我事故報告＞重大事故 ０件  病院受診怪事故 ２０件 


